分のから だに 巻きつけて、 また その 反対の 横の 方の 奴 

に その 端 を 渡して いる。 みんなして、 こんな ふうに、 

同じ こと を 繰返し 繰返して、 しかも、 それが 目 まぐ る 

しい ほどの 早 さで 行われて いる。 

もう みんな、 十重に も 二十重に も、 からだ 中 を 鎖に 

巻きつけ ていて、 はた 目から は 身動き もで きぬよう に 

思われる の だが、 鎖 を 造る ことと それ をから だに 巻き 

つける こと だけに は、 手足 も 自由に 動く よう だ。 せつ 

せと やって いる。 みんなの 顔に は 何の 苦 もな さそう だ _ 

むしろ 喜んで やつ ている ように も 見える。 

しかしそう ばかりで もない よう だ。 俺の いると ころ 



ではない と覚 つた。 

こいつら は 恐ろしい で anlogists だ。 そして 恐ろし 

い 機械的 定命 論者 だ。 自分 等の 理想して いる 新しい ェ 

場 組織が、 経済的 行程の 必然の 結果と して、 今の 工場 

組織の 自然の 後継者と して 現れる もの だと 信じて いる。 

したがって 奴等 は、 ただこの 経済的 行程に 従って、 ェ 

場の 制度 や 組織 を 変えれば いい ものと 信じて いる。 

もっとも ど つちかと 言えば 俺 も ：？anlogists だ。 機 

械的定 命 論者 だ。 けれども 俺の 論理の 中には、 俺の 機 

械的定 命 論の 中には、 大ぶ いろんな 未知数が はいって 

いる。 俺の 理想の 実現 は、 この 未知数の 判然し ない 間、 



して、 いかなる 組織と 制度と を もたらすべき か は、 か 

の 未知数、 すなわち 俺達の 能力と 努力と に 係わる もの 

である。 組織と いい 制度と いう、 それ は 人間と 人間と 

の 接触 を 具体化し たものに 過ぎない。 零と 零との 接触、 

零と 零との 関係 は、 いかよう にしても、 要するに 零で 

ある。 

けれども 俺 は、 今日 すでにで きている 組織 や 制度に 

対して は、 その ほとんど 万能 ともいうべき 大勢 力 を、 

慄然と して 怖れざる を 得ない。 その 破壊 を 外にして 個 

人の 完成 を 称うる が) J とき 奴等 は、 夢の 中に 夢見る 奴 

等で ある。 
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